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首
都
圏
で
の
真
宗
仏
事

　

日
本
の
人
口
が
首
都
圏
に
集
中
す
る
中
、
門
徒
さ
ん
の
家
族

や
親
戚
が
首
都
圏
に
住
む
と
い
っ
た
こ
と
も
珍
し
く
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

首
都
圏
で
の
仏
事
事
情
（
葬
儀
・
法
事
等
）
は
名
古
屋
と
は

ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
に
対
し
寺
院
数
が
少
な

く
、
浄
土
真
宗
の
お
東
寺
院
も
少
な
い
で
す
。
で
す
か
ら
首
都

圏
で
何
か
仏
事
を
し
よ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
も
い
ろ
ん
な
宗
教
が
出
て
き
て
区

別
が
つ
か
な
い
と
い
う
声
も
聞
き
ま
し
た
。

　

真
宗
大
谷
派
で
は
そ
ん
な
声
に
こ
た
え
る
べ
く
相
談
所
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
の
で
今
回
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。



全国各地から首都圏（東京・神奈川・千葉・埼玉及び茨城の一部）に転居されるご門徒は、年々
増加しています。このようなご門徒の方々から突然の葬儀依頼に、日程調整がつかない、または
地理的に遠すぎて対応できず、ご門徒の方々とのご縁が切れてしまっ
た。こんな経験をされた住職も多いのではないでしょうか。
首都圏教化推進本部は「人の縁から念仏へ」をテーマに掲げ、転居さ
れたご門徒と郷里のお寺の仏縁をつなぐことを目的とした仏事協力体
制として首都圏「仏事代行」を運営しています。
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突然の葬儀、どうした
らいいの？郷里のお寺
は遠いし…。

はじめての法事、どう
したら勤められるの？

真宗会館

急な葬儀、初めての法事、その他仏事作法など、
まずは困ったことがあれば、何でもご相談ください。

仏事代行 真宗会館が窓口となり、郷里のお寺に
代わって葬儀・法事をお勤めいたします。
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本
山
は
京
都
駅
近
く
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
で
す
。

　

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
念
仏
の
教
え
（
南

無
阿
弥
陀
仏
）
を
宗
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

所
依
の
経
典
は
、
仏
説
無
量
寿
経
・
仏
説
観
無
量
寿
経
・
仏

説
阿
弥
陀
経
の
三
つ
の
み
で
す
。

　

真
宗
大
谷
派
（
お
東
）
は
真
宗
十
派
の
中
の
一
つ
で
す
。
真

宗
十
派
と
は
、
真
宗
大
谷
派
、
本
願
寺
派
（
お
西
）・
高
田
派
・

仏
光
寺
派
・
興
正
派
・
三
門
徒
派
・
誠
照
寺
派
・
山
元
派
・
出

雲
路
派
・
木
辺
派
を
指
し
ま
す
。

　

真
宗
大
谷
派
で
は
、
戒
名
と
は
い
わ
ず
法
名
と
い
い
、「
釋
○

○
」、
女
性
で
す
と
「
釋
尼
○
○
」
と
な
り
ま
す
。
釋
の
字
は
お

釈
迦
さ
ま
の
弟
子
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
す
。
院
号
と
い
う

も
の
も
あ
り
「
○
○
院
釋
○
○
」「
○
○
院
釋
尼
○
○
」
と
い
う

法
名
が
あ
り
ま
す
。
法
名
の
形
式
は
こ
の
四
種
類
と
な
り
ま
す
。

他
宗
の
よ
う
に
居
士
、
大
姉
、
信
士
、
信
女
な
ど
の
位
号
は
つ

け
な
い
の
が
本
来
で
す
。

真
宗
大
谷
派
（
浄
土
真
宗
お
東
）

ほ
ん
び
ょ
う

む
ね

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
辞
書
を
使
う
機
会
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
図
書
館
に
行
っ
て
調
べ
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
ま
り

聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
若
い
人
に
と
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
必
需
品
と
な
り
何
事
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
そ
ん
な
傾
向
に
あ
る
の
で
す
が
。

　

し
か
し
問
題
点
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
そ
の

答
え
が
正
し
い
か
ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
検
索
ワ
ー
ド
が

一
致
し
た
だ
け
で
思
っ
て
い
た
も
の
と
違
う
情
報
を
拾
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
『
東
京　

東
本
願
寺
』『
東
京　

浄
土
真
宗
』
で
検

索
し
て
み
ま
す
と
、「
浄
土
真
宗　

東
本
願
寺
派　

本
山　

東
本

願
寺
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ト
ッ
プ
に
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

宗
派
名
が
似
て
い
て
ま
ぎ
ら
わ
し
い
で
す
が
、
真
宗
大
谷
派
と

浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
と
は
全
く
違
う
宗
教
団
体
で
す
。

　

さ
ら
に
親
鸞
聖
人
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
い
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
よ
う
と
す
る
と
新
興
宗
教
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘

導
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

宗
教
、
仏
事
に
関
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
に
は
あ
る

程
度
の
知
識
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

宗
教
離
れ
が
進
ん
で
い
る
今
、
宗
教
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
い
、
ま
た
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
検
索
結
果
を
妄
信
す
る
こ
と
に
危
険
を
感
じ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
す
さ
ま
じ
い
ほ
ど
普
及
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
様
々
な
こ
と
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る
と
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行
事
予
定 

七
時
半　
同
朋
委
員
会
・
例
会

二
時
〜
四
時　
学
習
会

十
時　
　
二
十
八
日
講
・
女
人
講

　

十
　

月
　
八
　
日

　

　
　   

　
十
九
日

　

　
　   
二
十
八
日 （

土
）

（
水
）

（
金
）

（
役
員
は
七
時
）

　

（
今
回
は
了
通
寺
に
て

　
　

ご
命
日
の
集
い
に
参
加
）

（
役
員
は
七
時
）

七
時
半　
同
朋
委
員
会
・
例
会

八
時　
庭
そ
う
じ　
　

二
時
〜
四
時　
学
習
会

十
時　
秋
季
彼
岸
会

　
　
　
説
教　　

瀬
純
史
師

　
　
　　

讃
寺
講
総
会

　
　
　
お
か
み
そ
り

三
時　
彼
岸
お
勤
め

　
　
　
住
職
説
教

十
時　
二
十
八
日
講
総
会

　

九
　

月
　

十
　
日
（
土
）

　

　
　   

　
十
一
日
（
日
）

　

　
　   

　
十
九
日
（
月
）

　
　 

　
二
十
二
日
（
祝
）

　
　 

　
二
十
三
日
（
金
）

　
　 

　
二
十
四
日
（
土
）

　
　 

　
二
十
五
日
（
日
）

　
　 

　
二
十
八
日
（
水
）

（
昼 

お
と
き
後
、解
散
）

　

九 

月 

七
　
日

【
20
組 

行
事
予
定
】

◎
一
日
研
修
旅
行

長
浜
・
八
幡
別
院

一
時
半
〜
三
時
半

（
場
所
）智
興
寺

講
師 

加
藤
淨
恵
師

（
場
所
）了
通
寺

講
師 

馬
場
亮
師

◎
ご
命
日
の
集
い

（
水
）

　

十 

月 

十
九
日（
水
）

　

九 

月 

十
三
日（
火
）

西
光
寺

東
光
寺

「　

讃
寺
南
門
に
ポ
ケ
モ
ン
G
O
の
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
歩
行
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
」

広讃寺
＞

ポケストップへ近づいてください

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ


